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脳皮質障碍ご全身麻酔（実験的研究）

京都太子主外科学教室荒木千里数段

京都大学務f’I！＿年：，zx出 111 1η !WW公
f旨〉手

医午士紺田健末郎

（原稿受付 an利271,[']2月25日）

Lesions in the Cerebral Cortex arnl General Anesthesia. 

An Experimental Study. 

〔Fromthe 1st Surgical Dh・ision, Kyoto University Medical School.〕
(Director : Prof. Dr. C1-1rnA官・o.Al{AKr) 

by 

KENT ARO KONDA 

In rabbits, multiple softenings of the cerebral cortex were produced by the injection of 

the suspension of licopodium into bilateral carotid arteries. In these animals the general 
anesthesia ＼＼’as performed by the intra venous administration of ether or eYiparトnatrium.

The depth of anesthesia was determined following the formula of MAGNUS-GIRNDT-$AKAMOTO. 

The results were that the depth and duration of anesthesia were almost the same as in 

normal animals. 

Thereforιthere seems to be no recognizable di妊erenceof the anesthetic effect between 

cortical anesthetica and brain-stem-anesthetica, when used in animals with lesions in the 
cerebra 1 cortex. 

緒言

催眠淘jの脳に於ける作用点のi問題に関しては， Pick

ゅの（1927）の分類以---l-E多くの研究が行われているが，

最近の脳波的研究によってもなお決定的な結論が得ら

れていない現状であるり．

に多数の可i総子栓迭による軟化を認めた．即ち脱皮賓

と同様の状態とは云えないが，大脳皮質の多数の部分

的切除と同禄の状態を得ることが出Vtこ．この脳皮質

障害家兎に対し，脳皮質麻附剤と云われる「エ戸テル」

及び;J鼠斡月末！明唄jと云われる「エピパン ・ナトリウムJ
（以下「エ・ナ」と略記する）の全身麻酔を行い，正

常家兎に対する麻断作用との比較検討を試みた．

実験方法及び成績

I.石松子注入

;f_j径子役子の大きさは大休赤血球の37＇.；至4倍であ

る．注入には 0_2～0.5%の割合に 「アラピアゴム」を

添加 した0.1%石松子滅繭蒸溜水浮世庁液を符栓して30

分づっ3回蒸気減商したものを用い乙.2妊内外の家

兎の右総額動脈11~に 1 :"1 注射針を用いて， 10 民約 10秒

間刀法力で徐々に注入する．即ち出来るだけ自然の流

血中に石総子浮活字淡を流し込んで，自然の途を通って

脳内に稔患を起させるとL、う気持で注入する. 1.0乃

至1.5J'£注入したところで， 大多数の例に於て全身の

相当駿IJ しい糧費賢i燥の運動を起し，総：~1'1動脈内に注射針

従・L作用点に関すム実験方法の1っ として脱皮質法

による催板剤I]GI)効果の比較研究が行われて来たが，こ

の脱皮質ということは臨めて粗暴な方法であって，手

術侵襲そのものによって惹起される色々む副因子が薬

剤効果に影糾を及ぼすことが懸念される．家兎等に於

ては脱皮質を行っても外観上は正常状態と何 ら変わり

がないといわれているが， e正漏’並びに脱皮質動物に対

する催服売l乃至麻酔弗lの薬剣効果の比較検討が，果 し

て上述の副因子による影響を除外し得T乙かどうか尚題

である．我々は脱皮質に直接手術的侵裂を加えない

で，脱皮質しすこと問機の状態が得られるような方法が

ないかと考え， 室長兎の両側総収11'!:/J脈内に一定量の右舷

子浮世可液C注入を試みた．そめ結果死亡するものもあ

るが，生言残るものは2乃至3日の短時日で外観上極

めて元気なE常状態が切察され，剖検的には大脳皮質 をJl:めることが閑難になり，そのま 込では徒に刺入日 ！ 

j 
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を大きくして後の止血が困難になるので注入を中iとす

る．この窪態様の運動は数秒間で1上む．次に3回目に

反対側の総額動脈内に同様の石係子注入を行う．

石倭子注入後の痕状： IO例Iに於て休佼，歩行，運動

失調， f脊髄反射，角!It~反身J，窪轡の有無，’lヶJ市に就て

観察すると表1の＊援である．即ち第一回の右1従；%＇R；Wt<

内注入後E常休伎をとるもの6例，頭部を左側即ち注

入側の反対側に捻転後頭部左，閉右向き）するもの

2例，前肢を聞いて腹伎をとるもの2例である．元気

のない歩行ではあるが歩行の可能なもの8例，之会；;i主

総て運動失調を認めない．他の2例は歩行しようとす

ると忽ち左側llllち注入側の反対側ケ－fitれ，左側1人イマを

主る．

脊鎚反身Jは首ij後肢において検したが， ft.右略E常の

もの3例，左右とも若干減弱するもの4，例，左右とも

若干充進するもの2例，注入側に比し反対側の減弱す

るもの1例である．角膜反射には異常を認めない．怒

重軽に就いては1例に於いて後弓反張様の窪綬を認め

k.転帰に就いては10例中4例死亡し，之等t主総：て注

入後異常休f設を示したものである．石松予注入による

死亡率（t.表2の様であるが，死亡するものは注入寂円

には総ての例に於て側位を臥とり，食物vt.娯取せず3
乃至4日にして死亡する．ひとたび側i臥伎をとるに至

ると快復するものはない．生き残るものは2乃至3日

にして外見上E常状態に復しj脳標本作輔のため失血

死せしめる迄（最’畏67日） IE常家兎と変るところなく

生存する．

この石俊子注入実験に於て非常に著しい特徴は，石

総子栓空襲による後始神経滞状を呈して居乍ら生存する

が如き動物は1例もなく，一見正常状態で生存する

か，さもなければ死ということである．

2墨汁注入

次に石段子浮百貨液を両側ii総胃1lfiJJ脈内に注入すると，

H区内に於てどのように栓塞を作るかというこ主が問題

である．家兎のn~動1慢の解剖を考えて見ると，内~§＇.動

表 1.0.1%石松子nm・液i注入後の症；iた

何~ － ！~入ま｜ 休 校 ｜歩行 ｜迩動失調｜ 脊髄反射 ｜角膜反射｜痘惣同府

； 1；百戸－ ~r日1一二－Go- ------1;i.-r；；：一石「ごI －－~~
_ • 11.0 I疋 -1;1・ ！可能｜；二一｜正 すi正常｜一一
一γ三i-o:r~ 二~~~：「~I---= I ~~－－－~j~1亡三Ji lt 

1 i.o I正 常｜可能｜て_l前後肢 l=r↓ ITI'_ -1~· I -I -・ 
｜ ｜頭先捻紳｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 

3 I r 1.4 I （蹟右向者） ｜不可能 ｜；左に特例 ｜前後肢 I=rt I 正常 ｜後反張｜ 死
｜ ｜躯 幹 ti.週鯨 l ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 

~Gl.4同一 づ司石n;-1 左lこ酬｜前後肢 －l=r ↓｜正常｜ 一｜死
s I r i.s I腹 位｜可能｜一｜前後肢 1=r t I j£ 常i二二J花
伝 1 r 1.0 j .JE 常｜可能I--I正 川正常I-,,,

一：＿ ＇；工！と｜主二二三日す主｜：；七斗瓦二二二白昼；~~I三~J二一
7 I r 1.0 I疋 すl可能J= I印後民l引｜干？｜ I t 
’I 1.2 l平 常 ｜ 可穏｜一｜前後肢 l=r ↓ ｜ 正 ·1~· 1ード

。｜弘主付卜引－いんγ↓｜正常 ｜－｜死
9 一日~I 手－＝.~ ？｜？手｜！？？？？：：｜千 古川子守 ＿l ＿~~I
I 11.s I正 川可能｜－｜前後肢 r>l I正指 ｜－

10 コ~ I 五一 常 戸 石「ー｜ 前 ii－画一rぺII正常｜ I (: 

1・ .. 11.s I九7t: ~~f l百f戸｜ －｜疋 常｜正常 ｜ーム .I ~L". 



126 日木クトH宝圏第22｛き tj;2 !Jilt 

W.2. 0.1%ィf松子浮激液の総撃i動脈内法入
による家兎死亡数及び百分左手Z

｜家兎数｜死亡数 ｜百抑

制阿I（州）注入 l46 I 9 11石
川（川町）討入｜ 31い川 25.7

計 I38.51 I川 44.2
脈の枝である前大協動脈2主びに中大1/lt.動派は主として

大l函半球の内側而］£びにタ問。而より内部に入る．後大

H民動脈l主主としてその血液を脳底wJJ派より受け， Iiほ庭

に於て内'l!fi動脈の枝である小血管後交通勤脈主連絡す

る．即ちここで鎖骨下動脈と顎動脈との連絡が行われ

る．人間と同様な動報環を形成するかどうかには異説

があり，両側乙前大J＆動脈問C交通肢を否定する人が

ある（例えばU.GerhardtGJ 1.後大仙動脈は視床，内

側w状休，四丘休等にも肢を出.j-. .flPちとの解剖j的関
係からして，叉石総子（t.毛細管よりずっと太い血管に

装ることが想像され乙ところからして，両側俗語窃hJlli<

内に注入された石筏子は自然の流血中を流れて行けば

大多数が泌皮質に栓容を起すことが摺｛象される．

扱てお；依子注入後雪4汁注入を行えば，石i依子衿星雲の

存在によ り正常芸家兎とC聞にIJi.W~<U ff汁必透度tこ相違

が現オイI るで丸ろうと考え，次の 4方法O)~汁（市版

嬰汁を唆引Z直通する） 注入を試みた．

l) 失血死後，正常及び両側総沼理b脈内石依子注入

家·~ l!j両側総；匂·.rw脈内に生理食塩水を注入し，脳内血

液を洗い流した後， p;jf!ji)j絵日：動；\I~内に墨汁を注入す

る．

2) 失.It死後，正常及び両側総釘怠）j［限内右松子注入

家兎の腹部大動脈及び上肢への動脈を結殺し，大動順

内に生珂食糧＊－を注入し脳内血液を洗い流した後，大

動1尿内に盟汁を注入する．

3) 正常及び右総謬『Z期限内右係子注入家E巨の右総！！＜Ji
動派内に墨汁を注入する．

4) 毛ii訟~5':il)JJ派内石.12;子注入家兎の何事l政令'l'］；動派内

に墨rt-を注入する．
1 J, 2) C方主去に於ては脳血管It墨汁で氾滋し，石

松子注入自!1J，非注入側の両者の聞に相違は認められな

い． 4）に於ては片側翠汁注入で既に動物は死亡し，

期待した成lt'ifi:得られない．結局3;'7".）方Y人に於いて所

期の成績を得ることがmtd.こ．
即ち，休軍2Ttfの家兎の右1;'t~j＇，動派内に 0.1 %石；倭

子滅菌蒸溜水浮務液Ul箆を注入する． 2日後，E町十

注入に際しても注入途中盤穆様運動を起し大量の注入

が困難であるため「ウレタν」麻酌＇ （腹院内4.0照）

の下に墨汁約 7.0J~を右f悦fJi制限内に徐々に，出来る

だけ匡を加えないで注入する．注入後暫くにして家兎

は死亡する．正常家兎に於ても同様の墨汁注入を行

う．

，，邸主木rJ=r見 ・.~Htr注入~[l)O) i）必皮質に於て，正常員長兎

7えひ‘石4公j’Hニ入家兎のrd！に著明な中日追を認める.IWち

疋お家！忍O:,, fiぽ皮質には非常に滋厚に思汁が~i:透してい

ふσ：パニJtし，:;fj怯チ注入家兎のii凶皮質（主墨汁01!主透度

カ‘；＼I/い.!iG幹部川、／J自皮質よりf官、汁O)t,2・透ヵ：少し正常

及び；｛j僚二n主人家¥I)_l!j tlrliては普切な中11）主Ii認められな
い（附図 l) . 

以上の所見から石絵子注入家兎に於ては，主として

i凶皮質に石絵子治主主の存在することヵ：推定される．

3.全身麻酔

家兎の耳静脈内に麻酔薬の一定量を注入し，

Magnw.-G i me I t7>-JJ.J(if刊の2去に準じて麻酪深度を測定

し，麻間半の経過を数字的に表わしておく．

別の悶に同じfilJJ物の両側総：'l!f；動脈内に右絵子注入を

行い，注入後？乃至10日自に同じ量の麻附薬を注入し

て麻開深度及び用車仰1＇経過を同慌に測定する．

l) 工戸テル麻N11~

家兎の静脈内エ戸テノレ麻噌に於て，麻部1用エ戸テル

そのま込を注入すると，動物は叫声を挙げて忽ち鰐

~1，剖検上防に広範な出血竃を認める. Burkhard！りは

家兎の静脈内ヰーすル麻酔のためには5%のエ戸テル

生理食塩水混合；演が：展も適当であり，その混合液の26

箆を注入すると 1分以内に反射の消失した麻所に入ら

しめることを報告しているが，我々の実験に於ても5

%の混合液を用い，最も好都合であった.10%の濃度

の湯合にはエーテルと生用食塩水を仮設混合しても忽

ち溶液の上層部にエーテル屑が分離する．単に家兎を

麻酔するだけの目的であればそれでも良いが，麻鮒作

用を比較する場合にIt適当でない．日%の混合液に於

ては振揚混合後直ちに注入すれば， エ戸テル層の分離

は殆どなく， 大付、均等な混合液として注入することが

出来る. ~！~·；！！.こは 2 ！庄内外の家兎を用い，体fil2 lif迄

のものにはS%エ戸テル生環食抱水混合液40泥を， 2

紅を超えるものには行先を使用した．

注入i速度ft薬J;.!J上影響するところが大きく，余りに

緩慢な時はl庶河＼＇に入ら しめることが困難であり，余り
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に急激な時は動物It忽ち鎚れん．大井，Q）は約1分間2

箆の主主力を紙持して持続的に注入する時は麻断仁一入ら

しめることが出来ると述べているが，我々は40～45泥

を5～6分間で注入し終る微にし，且つ同一－!WJ物の石

僚子注入商ij後の麻L~＇1'Iこ於けるエ戸テル注入法カヵ：同ー

となるように努めた.ff!しこの主主力に於ては，注入，主

中或は注入終了直後死亡する家兎があり，その死亡率

は23例中5例， nnち21.7%でらる．
なお麻間L用ヱーテルの開封使用後は薬効の減退を防

ぐために隊tr:にパラプ 4ンで栴閉する迷惑が！必要であ
る．

8例の家兎に於てエーテルの静脈内全身麻向iを行ろ

と，薬液注入後l直ちに最深昧割引こ；へり，表3のような

経過をとり快復する．み；に石11：二引E入の同じ家兎に問

例 1~；；：~1~吋明J百：L
1 I 40 I 5 I VI-V I 3 I 12 I 17 
2 I 45 I 6 I VI-V I 2.3 I 4.51 8.5 
3 I 45 I 6.5 I VI-V I 3.5 I 9.2 / 13 

~J-I.0互「王子I~汀ヨ子二
s I“／ 5 1-vrl 3.7 I 8.sl川
6 j 40 i 5.3 ！百 I3 I s I川
7 I 45 I 5.7 I _ m_J -I 2.s I s.3 
8 i 40 I 8.3 I VI-V「石］7:8戸石
表4..エーテル麻酔（石絵子注入家兎）

I 0.I_Yo:r;l5%！子i注一入最大｜ 麻酔回復時間分
例｜鉱ZJぷ~illi,; 1:0 1 臨時hi弘「白喜子f
I /rl.5 11.5/ 40 ¥ s ¥ VI-V I 7 I肘 I29 
2 lrl.5刈 45 16 I VI-V I 4.3 I 9 I 12 
3ト1.011い J 6.5川区~~
4 /rl.2叫 40 / 5 i Vl-V I 2.5 I 8.3 I 14.5 
5ト1.011.ol 45 j s I vr J 2.s J 10 / 15.5 

三E~ 40 ¥ 5.2 J VI I ~－ 止三I~
7卜3.0叫 45I s.5/ III / - I二」 6

s fr3.0刈 40 j 1.31 v I 2.5 / 7.1 I 11 

置のエーテルを同じ速力で注入したJ要介にも，直ちに

景苦庭用権問i『仁人り，麻ml’経過は表4のようである．別に

対照として， 3例わ亙常家兎に2聞のエーテル麻酔を

行ったが，その成績は表5のようであ正．一般にエ戸

テルの静脈内全身麻iHJ'i'~こ於ては，注入直後角股ー反射及

び脊絞反射わi~j失，哉は著明に減拐した深麻開期が短

時間ではあF，ヵ・:tlf見し，その後ろ月;i;；~＜快復は非常に速

やかでら乙．

正常家宅及び石松子注入家兎の成績を，対照例の麻

階経過を考慮に入れて比較すると第1, 2' 3, 4例

に於いては石松子注入家兎に対する工戸テルの麻附作

用は注入前のそれよりも多少楢強する傾向を示し，宅再

5, 6, 7' 8例（第7' 8例に於てIt左右それぞれ

2固にわたり；慢も多量に石伝子を注入した）に於ては

，両者の聞に先ず相違がないと考えられ乙．

表 5 . エー テ ル~ifl岬．（対照）

問 ls%rェIii：入｜技大麻｜麻酔回復時間分
例 ｜ 数 ！も~illi: i~Jf\J：円ト深度｜皿変貌11 罪判白雲行
~C－~ 1 5 - 1 v J 1 1 6.sJ 12 
- ][ I 40 I 5 J羽 I3 I 7.8 / n2  

2 I I ! 40 j 5.5 ! v I _i.8 : 9 ! ~1 
][ I 40 15.s I v ・1 2 s.5 ; 17 

3 1 1 ¥ ... ~0 I 5 I叫v.l 1 i 6.5 I 10 
rr J 40 1 s / v円！1.3 6 I 9 

2) zピィパy ・ナトリウム麻M'.

11例の家兎に於てチグ ロパン・ナ トリウム20～30

mg/kgを全量1分聞の注入速力で耳静脈内仁注入する

と，注入後直ちに；賠深麻併に入1），表6のような麻F持

経過をとりa快復する．次に石；係ヲ注入の同1＇）！＜｝！物；F， 

同宣まのチグロパシ ・ナト リウムを同じ速力で注入する

と，直ちに最深麻耐に入り，表7のような麻lN1i経過を

とり快復する．

チグロパン ・ ナトリウムの静脈内麻~I＇に於ては， そ

の作用に個体差が認められるのみならず，同一家兎に

対する2回の麻聞に於ても，その経過時間に柑当の変

動のあることが分る．従って正常及び石松子注入家兎

の月末＇4'1＇作用を比較する弱合に，平均値を求めて比較す

ることは適当でないと考えられる．叉表6,7fこ於て

第E期発現迄の時間と第I期発現迄の時聞が同じか．

叉は非常に接近している例があるが倫これは家兎が所
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調 Magnusめの整イセ準備Stellbereitschaftにらったた

めで， Magnus-Girndt－坂本の法による第E期は既にそ

れJ:-J.前に発現していたものと解される．しかしこの事

が木実験の目的に対して別に誤謬，或はモzJiii古：；：K-tも

のとは考えられぬ．木X！~，~；三万全L 、ても .:r.~ テル麻列1＇の

場合と同様に，千グロパン・ナトリウムのE常及び石

松子注入家兎に対する麻『＇i'1'1niの間に，一定傾向の差
異を認めることがけ＼・tぬ．

4. ;j：日長i古学的険 ltf.

表 6. エビパy ・ナト Pウム

航間半（正常家兎） 注入時間1分

の組織：切片を採取しNiss！及びHaematoxylin-Eosin 

染色により石松子数，石.m子栓笈個所の数，右舷子栓
援による軟化部｛ずのまt，正［絵子栓主主による軟化の総計

( 4粍平方を16分割lしたNetzmicrometerを用い， そ

の一分割を1として数f量的に計測する）を皮質， IJ歯幹

部， 1j、；JiM，紙同音l；に於て検した． （表8そのしその2

表9そのしその2)• Dnち栓濯の大部分はH逃皮質に
あり，著明な爆死及び変性を認める．凶幹部に於ても

多少の絵塞を認める例もらるが，その数はi悩皮質に比
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ベて還に少し叉栓塞による変化も殆んど認め難い

か，或は軽微である．小a脳部にも栓遂を認める例があ

るが，脳幹部よりも更に少し．橋滋音I；に於ては全く栓

裟を認めなし．

叉石絵子数と;fi；／：奈子栓塞個所の数との聞には著明の

相違がない， .ll[Jち栓~I主石経子 1個により形成される

ことが多く，数偶集うて形成されることは少い．

叉石総子ーを注入したにも拘らず， 全然栓塞のないと

認められるもの，或は多少の桧塞があってもそれによ

る明かな軟化を認め難いか，軽微である例が，エーテ

ル麻酌仰jに於て3例，エ・ ナ麻酔例に於て 6(911らる．

叉片側に於いて相当高度な変化を示すに拘らず，反対

側には殆ど変化がないと考えられるものが3例ある．

考 按

脱皮質動物とE常動物に対する催眠剤の薬剤効果の

比較研究が1915年Moritall)により始めて報告されて
以来， Yamawakil?),Schoenm, Essenrn及びWiniw-

arterl5）等の研究がある．之等の実験に於ては1,2の例
外はるるが，大休のところ脱皮質動物（t脳皮質催張剤

表 B. 大脳に於ける石絵子栓寒による軟化者JS位数，軟化総計及び1「i絵子数，石松子＇~塞1fliJJi)j-数
(A,B,C著名平均合；；・tx ~ ） その I ，エー テル麻酔例

~ ｜桁化ヒ
！竺二［－コ7寸 s.1 I o.8 〔~10.「－「I「

一仁lつ2.8丁一G3.5 I 6.2 I 3.1 I 0_2 六「 Io.3 I o.3 
3\0.4 1 0~「－「 「r~－「「丁o:2寸子－

＿＿＿！~ 「コ－下o / o ¥o ¥o ¥o ¥o 
三L竺 1 41.2 ~「五「「一石一 I o.3 ｜石 I 2.7 --r~「

ゴ－~ ＇ 0 「τ一一「o I o J ~」 o I o 
1 I l~~－-1~－~竺 と？とI ＿ ~~－ I~仁l l.6 I~~ 
B I別 ｜附 I20.9 I 15.4 I 2_1 I 8.4 I 5.7 I 4.3 

土）~I … ！ ーも宣－~I型｜唖つ知
.2_ i ＿~l－~I 8.5 I o.5 I~」 12____1----2乙－

:: 2 I 4.5 I 9.5 I 2.1 I 2.6 I 0.1 I 0.2 I 0_1 I 0.4 

~l－~ __ 1_ ___ ~L __ 0~ __ __1_ ___ __o:: _ _l_ --°- Jーエ」－~－－－~
-4. I 7.9 I 37.7 I 3.6 1 3.4 I o.3 1 o.a J 0.2 I 0.2 
s L 21.6 I 132.9 I 4.7 I 4.1 I 0.4 I 1.7 ¥ o.5 -I o.s 
6 I 1.5 I 3.3 I o.s I o.5 1 o I o I 0.1 1・ 0.1 
1¥ o Io Io I o Io Io Io I 
7「~~「つ：9=1~1 1.9 I 9.6 I o.6 I o.6 
与 9－下瓦 「－「一一－0 I 0 I 0 I 0 I 0 I 0 
w-1 o I o I 0.1 I 0.1 I o I o I o 
l I 11.7 I 56.1 I 16.9 I 14.5 I 2.3 l 6.2 I 3.8 I 3.2 
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及び必幹（袋店民剤の何れに対しても正憶動物の腸合より

もその作用の増強することが報告されている．従来之

等の実験の子望論的な説明として H.H.Myer及びE P. 

Pick＇のは次のように述べている. ~nち間接（遠心性）

に大脳皮質から脳幹に間断なく送られる輿替は，直接

（求心性）に末梢から脳幹に時折流れて1~る興奮より

も数及び強さに於て大きい．従ってこれが麻酷及び睡

眠にも非常に大きな抵抗を持ち来すということを仮定

表9.11、脳，橋脳に於げる石松二f牧水による
軟化部位数， t吹化総J,. j侠び石松子数，
:fj；絵子栓~仰所数（D苦;Jl .2jSJ勺）

その1.エーテル!f;Ic酔例

例

J一一LoJ of of o! 

ijll宣

2 I司寸 i0 :・ 0 l 
す下01・-;-r0-,---0－「「
o :o/ o ＼ υ「7

51 ol ol 1f 1/ 。
三＿lol ol ol of 
71 ol ol ol ol 

。
。

8 I 4.8戸司 2 I 2 I 。
その2. :r.ピパシ・ナトリウム麻酔例

例
；霊位 議｜欧化総計向 子数E JJI首

1 

2 

。
。

I o I o I o.2 l 
I 3 I s I 

三一しょl＿~ .－－1ーと｜
4 I o I o I o I 
5 I 0 I 0 I 0 I 
6 

7 I 0 I 
8 I 0 I 0 I 0 I 
9 I 0 I 0 I 0 I 
10 I 0 I 0 I 0 I 
11 I 0 I 0 I 0 I 

生t~Wiき 針~2貌

図1. 組紙切J1・採取部位及ひ’右目肉

している.][Jち大•J必からの刺戟の中絶が麻酔精強の根
拠である．我々は家兎の両側裕：宣伝加限内に石段子を注

入し， 主として脱皮質に相当数の栓諜による軟化部伎

をつくった.NOちH尚皮質の多数の部分的切除と問機の

状態をつくることが出来たわけでるるが， 仮りに

:?vlyer及びPickの仮説を適用すれば，この大脳皮質障

碍家兎に於ても麻酔に非常に大きな抵抗を来す主ころ

の大ti歯皮質から脳幹に流れる強い興奮の減少によっ

て，エ戸テル及びエ・ナの全身麻！貯に於ける作用の噌

強が予想されるところである．

扱て石総子注入により組織所見上比較的高度なIi面皮

質障害を示したエーテル麻酌例5例（No.l, 2, 5, 

7, 8）及びエナ凧潤例5例 （No.1, 4, 5, 8, 11）に

於ける麻附がj[｛.＼を正幣家兎のそれと比較検討すると，

エーテル例 5例中延長したと考えられるもの2砂~，殆

ど変化がないと考えられるもの3f日jである．叉エ・ナ

例5例に於ては延長したと考えられるもの2例， 殆ん

ど変化がないと考えられるもの 1例， 続縮したと考え

られるもの2例である． 然しながらこの事Ii石松子を

注入したにも拘わらず， 組織所見上l胸皮質問碍の殆ど

認められないエ F テル例3例及びエ・ナ例6例の成績

及びE常家兎の2回にわたるエ・ナの月末附経過の成績

に於ても見られるところであって， 之等の時間的変動

は正常の誤差値囲内にらるものと解される．即ちこの

成箭からl凶皮質陣慢ある場合にも脳皮質麻関背IJと云わ

れる工戸テル及び脳幹麻附斉IJと云オ》れるエ・ナの全身

麻jljl，＇ιの作用には大した交化がないと云うことが防長

る．

ここに於て脳皮質陣門家兎の残存健嘆皮質が問題に

なる．平沢教授・7）は動物のfJ歯皮質切除後に於ける経過

を三期，.mnち 1）初期（早発性徴候期） 2）中期 （脱落

症状期）及び3）後期（代償作用期）に分けるのが最も1
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r 

：斤~
九，
γ、，

~（.］凶 1 ・右jijlj総！［Jt動派内す！汁主主人の 恥l凶2.石松子栓塞による大脳皮質 問図3，同上，家兎5号（エ・ナ），
1F.1ii' （上）及び:.Cii弘子注入 軟化の後（矢印） 15×3家

家兎（下）の脳横断図， 兎8号（エーテノレ），

実際的であるように思うと述べているが，この最後の ればあるHl，手術範囲が小で，副損傷及び併発症が少

時期に於ては残存J前部の代l賞作用が最も著明に現れ， なければ少い：rn，第一期及び第二期は速かに経過して
機能障停は最小限度に達する．この代I賞作用D木態に

就てはまだ十分明かI・こされたわけではなL、が，その説

明として Antonは，j必皮質に部分的府道のある場合に

は残存i説部には機詣の転換が起ると想像し，之に依っ

て切徐後の機；jg的経i犬を説明し， Munkは所謂補償作

業及びi置換作業によって切徐後の軽快を説明した．彼

によれば補償作業とは手術の際残された必i音l；の機百島が

泊強及び変化することに主l；くものであるとLイ．

石総子栓星雲によるii必皮質障錫家兎に於ても，時間の

経過と共に残存健暖皮質の代償作用が現れてo・F：ること

は当然想像されるところである.)j必皮質障碍家兎が全

身森舶を行う際に代償作用期にあったという決定的な

詫拠はないが，皮質切除の際は動物の年令が古ければ

繋い穆，栄養状態がよければよいrn，動物が下等であ

結

l）家兎の両側総~Ji勤派内に石松子の一定量を注入

すると死亡する動物もらるが，生き残るものは数日に

して一見E常状態に復する．

2) 19例の石経子注入家兎の組！？議学的検査を行L・，

石£，~子倍率による軟化部伎を検するに，／Ji!:幹部に も多

少の栓港を認めるが，栓裂の大部分はH必皮質にあり，

著明な媛死及び変性を認める．
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